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砂の移動方向あるいは移動形態に関係なく，普遍的に漂砂移動量を表現するためには. flux model が

















第 6 章においては，前章までにおいて得られた結果に基づいて具体的な漂砂量の計算を行い， fl ux 
model が適用できる範囲とその妥当性及び漂砂移動に占める掃流漂砂と浮遊漂砂の割合について詳高田な
検討を行っている。その結果 net の岸沖漂砂量は，測定された漂砂濃度及び水位変動から推算される漂
砂移動速度を用いて計算した漂砂量 flux によって十分な精度で表わされる事が確認されている。 また
浮遊漂砂 flux が掃流漂砂 flux より卓越し始める限度については，摩擦速度u* と底質の沈降速度 Wo























(5) 漂砂移動の主原因となる海浜流の計算手法についても検討を行い，新しい radiation 応力の表現法
を提案している。
(6) 上述の漂砂量の計算法を，岸沖漂砂及び沿岸漂砂のいづれにも適用し，その計算結果と実験及び実
測資料と比較して，いづれの方向の漂砂移動にも適用できることを検証している。
(7) 以上のモデルによって求められる地形変動量と実験及び実測によってえられる地形変動量とは十分
な一致が見出され，同モデルの妥当性について地形変動の面からも十分検証されている。
以上述べたように本論文は，海岸線近傍の波による漂砂移動と海岸地形の変動に関して多くの新しい
知見がえられており，海岸工学及び環境工学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は，博士論文と
して価値あるものと認める。
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